
Q

A

ガイドラインが完成した後はどうしますか？ 

多くの人が利用できるよう公開します。また、診療ガイド
ラインは継続的な改訂が求められます。

　診療ガイドラインが完成したら、多くの人が利用できるよう書籍、ウェブサイト

などで公開します。利用者に向けた解説を作成することも普及・活用促進に向けた

重要な作業であり、実用版、簡易版、患者・市民向け解説などがあります。これら

が広く普及することによって、実際の診療場面で、患者と医療者がよく話し合い、

協働して意思決定ができると期待されます。〔公開・活用の促進〕
　そして、診療ガイドラインは一度作成されればそれで終わりではなく、エビデン

スや医療制度の変化を踏まえた、継続的な改訂が求められます。〔改訂〕

また、将来的には、診療ガイドラインを導入したことで医療の質は変化したのかと

いった点についても評価することが望まれます。〔評価〕

診療ガイドライン

●ガイドラインサマリー
●アルゴリズム
●作成過程
●疾患トピックの基本的
　特徴
●診療ガイドライン本体

➢CQ－推奨
➢CQ－推奨

最終化

活用の促進

評価

改訂

公開
（書籍・ウェブサイト等）

お問合せ︓公益財団法人日本医療機能評価機構
EBM医療情報部
minds.help@jcqhc.or.jp

Minds ガイドラインライブラリ
https://minds.jcqhc.or.jp/
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